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Abstract 

The deformation of elytra in Luciola cruciata was statistically examined at
Matsuo-kyo, Tatsuno town and Ishinoyu, Yamanouchi town. The results showed that 

the proportion of deformed adults was nearly 1% in total and higher in males than 

in females. There was no significant difference between Matsuo-kyo and Ishinoyu.
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訂正 

          （誤）       →      （正） 

p.1，左一番下    石の湯は東日本型  → 石の湯は中間型（フォッサマグナ型） 

p.2，左 25-26 行  サンプル数が少ない → サンプルサイズが小さい 

 

（注） 

以前は，石の湯ゲンジボタルは，東日本型（4 秒型）と思われたが，井口（2008）によ

る回帰分析の結果，中間型（フォッサマグナ型）であることが判明し，さらに，日和ら

（2010）による DNA 解析でも，それが確認された。 
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ゲンジボタルの羽化不全について

井口 豊*（長野県岡谷市）

１．はじめに 
  「とべないホタル」（小沢，1988)と 

いう童話がある。羽が縮んだホタルとそ 

の仲間たちの交流を描いた童話である。 

是非一読してほしい童話であるので，こ 

こでは詳しい内容に触れない。ここで問 

題にしたいのは，実際にこのように羽が 

縮んだホタルが時として見られるという 

ことである。本稿では，それを羽化不全 

と呼び，長野県内のゲンジボタルの羽化 

不全についての調査結果を示す。 

 ゲンジボタル Luciola cruciata はカ 

ブトムシなどと同じく，成熟幼虫は土の 

中に部屋（蛹室）を作り，そこで蛹とな 

り羽化する。羽化する時に，羽が十分に 

伸びきらないと羽化不全の状態になって 

しまうのである。 

 カブトムシでは，過密飼育している場 

合，羽化して地上に出ようとする個体が 

別の蛹室を破壊してしまった場合に羽化 

不全が生じることがある。また，蛹室に 

異常が無くても，脱皮がうまくいかずに 

羽化不全となることもある。ホタルの場 

合，羽化不全に焦点を当てた研究が少な 

いので，明確な原因は不明だが，おそら 

くカブトムシの場合と同様な原因で起こ 

るだろう。 

 本研究では，長野県の志賀高原（山ノ 

内町）石の湯と辰野町松尾峡におけるゲ 

ンジボタルの羽化不全を調べた結果を報 

告する。石の湯は東日本型ゲンジボタル 

 

の自然生息地であり，その標高は 1600m 

にもなり，１日あたり最大100から200個 

体の成虫が発生する（三石，1990）。一 

方，松尾峡は滋賀県から移入した西日本 

型ゲンジボタルの大量養殖地であり（井 

口，2003；日和ら，2007；Iguchi, 2009）， 

標高は約 700m，1 日あたり最大１万個 

体以上の成虫が発生する（例えば，北條， 

2010)。このように遺伝的背景も生息環 

境も異なる地域では，羽化不全個体の発 

生にも差が見られるかもしれない。 

 調査した個体は，地上に出現した個体 

のみで，地上に出現できなかった重度の 

羽化不全個体は調査できなかった。それ 

でも，このような研究は少ないので，今 

後の研究のきっかけとなることを期待し 

ている。 

 なお，石の湯のゲンジボタル生息地は， 

標高が国内最高であることや成虫の発生 

期間が国内最長であることから, 2008 年 

に国の天然記念物に指定され，保護が一 

層重要となっている。また，松尾峡では 

2011 年に改正された町のホタル保護条例 

によって，教育研究用を含め，捕獲する 

際は全て事前許可が必要となっている。 

両地域とも調査研究する際は，以上の点 

に留意するべきである。 

 

２．調査方法 
 調査場所は，志賀高原石の湯の岩倉沢 

付近と辰野町松尾峡「伝兵衛堰」である。 
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 調査日は，石の湯では 1998 年 7月 28 日 

の１日だけ，松尾峡では 1998 年 6月 4， 

11，18，20，25 日，7月 2日，1999 年 6 

月 16，21，29 日の計 9日間であった。 

 方法は，草木に止まっているか飛翔し 

ているかに関係なくランダムにゲンジボ 

タルを捕らえ，羽化不全かどうかその場 

で調べた。さらに，正常羽化の個体につ 

いては，頭部を除く体長（前胸背の前端 

から上翅の後端）をノギスで測定した。 

羽化不全個体では，一対の上翅のうち， 

正常なものがあればそれを用いて同様な 

測定を行い，両方の上翅が不全の場合は， 

腹部から推定して，およその体長を測定 

した。 

 個体保護のため，測定後の個体には， 

白色ペイントマーカーで印をつけ全て放 

した。 

 

３．結果および考察 

 羽化不全個体は，松尾峡でも石の湯で 

もオスしか現れなかった。この性比のか 

たよりは，石の湯では統計的には全く差 

が無かったが，松尾峡では有意に近い差 

が出た（表１）。石の湯ではサンプル数 

が少ないため差が出なかったとも考えら 

れる。もし羽化不全個体の性比にかたよ 

りがあるとすれば二つの原因が考えられ 

る。一つは，実際にオスのほうが羽化不 

全になりやすい，ということである。も 

う一つは，メスは羽化不全が重度になり 

 

やすく，地上に出る前，あるいは出た直 

後に死んでしまう，ということである。 

 一方，正常個体と羽化不全個体の比は， 

両地域で全くと言って良いほど差が無か 

った（表１）。つまり，両地域とも，約 

70 個体に１個体の割合で，羽化不全が生 

じているのである。最初に述べたように， 

両地域は遺伝的背景も生息環境も異なる。 

特に松尾峡は石の湯の 100 倍近くの個体 

数のゲンジボタルを発生させる人工養殖 

地である。それにもかかわらず，羽化不 

全個体の割合が石の湯と異ならなかった 

のは，松尾峡に大量発生させる環境が整 

っていることを示唆しているかもしれな 

い。 

 石の湯では羽化不全が１個体しかなか 

ったので，体長に関する考察は松尾峡の 

オス個体にのみ行った。正常個体と羽化 

不全個体の体長に有意な差はなかった 

（表 2）。測定方法は十分に正確とは言 

えないが，それでも，特に大きな個体， 

あるいは特に小さな個体が羽化不全にな 

りやすいわけではないようだ。 

 本研究では地上に出現できなかった羽 

化不全個体を調べられなかったので，羽 

化不全の原因，性比，サイズとの関係は， 

今後さらに研究される余地がある。しか 

しながら，他地域あるいは室内飼育の羽 

化不全個体との比較の基礎データになる 

と思う。 

 

表１．正常羽化と羽化不全の個体数 

表２．松尾峡におけるオスの体長（頭部を除＜）

正常個体と羽化不全個体が共存した日のサンプル 
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